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⑤友沼八幡神社
「日光御参詣の時は、社辺に神輿をと
ゞめさせらるゝ事旧例なり」（日光道中
略記）いつも将軍の御小休所となり、
「此辺よりしては漸（ようやく）山ども
連れり」（道芝の記）と眺めのよさを記
している。源頼義・義家親子が、前九年
の役（1051～1062）戦勝の折に勧請した
という。境内に運西庵（うんせいあん）
という建物があって日光社参の際に古河
城を出発した将軍が最初に小休止をした
場所となった。昼食は小金井の慈眼寺で
とった。また、ここからの眺めは徳にす
ばらしく『日光道中記』には、正面に筑
波山が眺望できるなど、景勝の地である
と記されている。友沼村の総鎮守。旧友
沼村の中心で、「宿通」という池名が残
っている。

④思川
物資輸送のた
めの水上交通路
の要衝だった

このあたり道路
両側に、所々長
屋門が残ってい
る

乙女一里塚跡

⑧仏光寺
徳川２代将軍秀忠
から10万石の寺領を
与えられた。「十九
夜女人講中」「十九
夜供養講中」と刻ま
れた石塔がある。ま
た、本来の日光街道
は寺の南付近から乙
女一里塚付近まで国
道4号の西側を通っ
ていた。現在は畑や
宅地になっている。

今はなくなってしまっ
たが旧日光街道はこの
あたりを通っていた

⑦若宮（寒沢かんざわ）八幡宮
「東の方に大なる松林あり。めぐり一
里有と云ふ」(日光駅程見聞雑記)。松林
は、東1.2㎞の楓山の辺り。今も付近に
は松林が一部残っている。宝永6年
（1709）の大日如来座像（銅製）があ。
江戸湯島の渡部久兵衛が施主となり、父
母の供養のため生地である寒沢の地に安
置したといわれる。

⑥網戸（あじと）渡船場道と
馬頭観世音
網戸渡船場道は江戸時代初め
からあり、乙女河岸、網戸方面
に向かう道。文化10年（1813）
の道標を兼ねた馬頭観世音の台
座には「これより左 乙女河岸
あじと とちき さのみち」
と記されている。

①法音寺
応永2年（1395）に創建さ
れ、昔は大林坊ともいった。
山 門 の 左 に は 安 永 9 年
（1780）に建てられた松尾芭
蕉の句碑があり「道の辺のむ
くげは馬に喰われけり」と刻
まれてる。奥の細道に旅立つ
5年前の芭蕉41才の貞享元年
(1684)に小夜の中山(静岡県
掛川市)を超えるとき、馬上
で詠んだもの。
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⑨乙女八幡宮
参道の2番目にある鳥居は元禄16年

（1703）の明神形式の石造り。手水石は
正徳元年（1711）のもので市内最古。

こぐま託児所

鶴見梨園

ラーメン一心

薬
ミドリ調剤薬局

アイ・ピーエス

日本橋から18番
目の一里塚。昔は
杉が植えられてい
たという。西の塚
が残っている。

18 乙女一里塚

下野しぼり
遣唐使によって伝えられ
たといわれる揉み紙技法
で、江戸時代には「下野ち
ぢみ」として、知られてい
た。女性の結髪用紙・紙子
などに用いられましたが、
現在は人形など室内装備品
が多く作られてる。
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野木宿～間々田宿

（ 歩行距離 3021ｍ 35分 ）

http://nikko-kaido.jp/
JZE00512@nifty.ne.jp

歩く地図でたどる日光街道

愛宕神社 ～ 仏光寺

③法音寺城址
戦国時代の天正５
年、菅谷左衛門五郎
が北条氏照より友沼
郷内で所領を与えら
れていることから、
小山城主小山氏の家
臣菅沼氏によって築
かれ、小山氏滅亡と
共に廃城となったと
考えられる。法音寺
城は、思川左岸の河
岸段丘上に築かれた
城だ。 現在は、法
音寺境内の西側一帯
の住宅地やゲートボ
ール場となってい
る。東側と南側の土
塁と堀は比較的良く
残っている。

とろ屋

芭蕉句碑

②立場茶屋「とろ
屋」
ここに数軒の茶屋が
ある立場で、「名物と
ろろ汁」で知られる
「とろ屋」があった。
旅人に友沼のとろ屋と
書かれた菅笠を渡し知
られていった。今は豆
腐屋「野沢食品」にな
っている。

ヘアーサロン
すぎやま

乙女自動車工業

小野里理容所

昭和シェル

ファミリーマート

介護老人
保健施設
光南

上羽毛田
公民館

日光街道と松並木
日光街道の並木といえば日光の杉並
木が有名ですが、「日光道中分間延絵
図」や「壇補行程期」などを見ると中
田から小山までは、松並木であったこ
とがわかります。この松並木は古河藩
主の永井氏が、元和～寛永期（1615～
44）に植えたといわれています。並木
は強い日射しや風雨などから、旅人を
守る重要な役割を果たしていました。
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網戸渡船場道

「やうやう夕景に真間田駅に着。本陣
青木藤三郎に泊まりぬ。本日旧暦盆の
十三日にて駅中の人々、男女老若共、
徳利に水を入れ、花をさげ寺参りす
る。…此宿は蚊帳も夜具も清らかにて
快くふしぬ」『（上野 下野道の
記）』本陣の制度は明治5年に廃止と
なったが、円朝は真間田に泊まったこ
とをこのように述べている。


